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  （ⅲ）研究授業 

      明日からの授業に活かすことが目的である。 

参観者は、事前に説明を受けた授業の視点や論点 

を意識しながら、生徒の手助けをせずに、黙って 

授業を参観し、生徒の様子やつぶやきを拾う。 

 

  （ⅳ）研究協議 

      協議の論点に基づき、研究協議を行う。その後、 

全体で課題の整理、共有を行い、今後の方向性や 

取組について確認する。 

 

 

（２）教科等横断的な取り組み 

  ①カリキュラムマップ 

    生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るために、教科等横断的な視点からの授業づくりを目指

して、カリキュラムマップ（単元配列表）を作成した。カリキュラムマップには、各教科の学習内容と

題材を記載し、他教科担当者が見て、いつ、どんな内容を学習しているかがわかりやすいように一覧表

としてまとめた。【ａ】 

    作成したカリキュラムマップは、職員室のホワイトボードに掲示していつでも見られるようにし、

つながりそうな内容や関わりあえそうな単元を結んだ。【ｂ】【ｃ】 

    各教科で結びつけたものを教科ごとに色分けして、示した。【ｄ】 

【ａ】                        【ｂ】 

                     

【ｃ】                        【ｄ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は黙って、生徒の様子を見る つぶやきを拾う。 
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    今後は、このカリキュラムマップを活用して、各教科を題材でつなげ，共通の題材を各教科の見方・考

え方を働かせて，問題発見・解決していく授業を構想していく計画である。 

 

  ②学習の基盤となる資質・能力 

  あらゆる教科等に共通した学習の基盤となる資質・能力としての「言語能力」「情報活用能力」「問

題発見・解決能力」について、各教科ではどのような取組を行っているかを具体的に書き示し、情報

交換して、授業で意識的に行えるように全教員で確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語能力 

情報活用能力 

問題発見・解決能力 
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  ③教科会の充実・連携 

    「生徒は一人で全教科を学んでいる」の共通理解のもと、教科主任会を中心にして、各教科で共通して取

り組めることを確認し、実施している。 

  （ⅰ）ノート作り 

      各教科の独自性を活かしながら、「こんなノート作りをしよう」を確認して、各教科で日々取組み、

年に５回を目安にして、ノートの掲示を行った。 
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（ⅱ）板書の共有 

    「板書週間」を設定して、各教科の板書の写真を撮り、教科主任会で各教科で工夫しているところや

他教科の板書を見ての気づき

などを報告・確認しあい、コ

メントを書いて職員室に掲示

している。各教科会の授業づ

くり、取組につなげている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなノート作りをしよう 

◎自分の考えが書かれているノート 

◎間違えたことを残して、訂正しているノート 

◎理由や根拠が書かれているノート 

◎友だちの意見やいろいろな考えを取り入れて、 

自分の考えを深めているノート 

◎振り返り 

わ・・わかったこと   で・・できるようになったこ

と 

ぎ・・疑問に思ったこと や・・やってみたいこと 

ノート作りのポイントの中からテーマ

を決めて、コメントを書いて、各教科の

ノートを紹介している。 
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５．今年度の成果と課題 

 （１）成果 

    ・教科会の取組、他教科とのつながり、他教科からの学びなどを全教職員で共有し、全ての生徒に関わる

ことができ、目標達成につながっている。 

    ・学力向上に向けてのサイクル化、取組が組織的、計画的にできている。 

    ・研究主題達成へ向けての取組や研究指定の取組、本校のめざす方向性などを視覚化して示し、共通認識

のもと、実施できている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題と今後の方向性 

   ・生徒の資質・能力の向上となる授業づくりを図る。 

   ・「型」の拘泥からの脱却をめざす。 

   ・学びに向かわせるための学習規律を徹底する。 

   ・学力定着の厳しい生徒への手立てを図るとともに、学力が高く学ぶ意欲が高い生徒への手立てを図る。 
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